
【トレーニングファームの概要】

●所 在 地：宮崎県東諸県郡国富町

●研修品目：きゅうり

●研修人数：10人程度/年

●研修要件：概ね50歳以下で、研修終了後、宮崎市または国富町

に居住し、就農すること

●研修内容：栽培管理・経営に関する座学（１年間ないし２年間）

●研修ほ場：次世代施設園芸団地※ハウス面積約４ha（９棟）の内約10a/人の割合にて実施
※先端技術と強固な販売力を融合させ、生産から調製・出荷までを一気通貫して行うとともに、地域資源を活用した
エネルギーを活用する次世代施設園芸のモデル拠点

●取組の背景：ＪＡ宮崎中央（当時：現在はＪＡみやざき宮崎中央地区本部）が、地域農業の担い手の減少等
から、農業研修により新規就農者の育成を行い、農業の活性化と産地維持を図ることを目的と
して、平成18年度に同社を設立し、研修生の受入れを開始

■ 共同栽培管理研修
• 研修生全員で同じほ場を共同管理し、相互学習効果
や自身の作業スピード等を客観的に把握
・ 生産技術、農業機械操作・整備・安全対策
• 基礎的な栽培知識、経営等の知識を修得

■ 個別栽培管理研修
• 自身の栽培技術習得状況を確認し、更に高い技術を
身につける
・ 就農準備（農地の確保やハウス・機械の導入、青年等 
就農計画作成等）

２年目１年目

研修期間（２年間の例：8月～7月）

研修中は国の就農準備資金（最大１５０万円/年）を支援を行うが、同事業の要件を満たさない場
合は、行政やJA等の助成により、10万円/月の支援を行い、研修生の生活費を確保

研修生募
集

•行政やJAの広報紙等で募集

•書類選考及び面接にて農業に対する固い意志と意欲
があるかなどを審査し、合格者を決定

研修・育成

•トレーニングファームで栽培管理・経営に関する座学
等の研修を実施

•定期的な個別面談により、研修継続の意向確認や継続
の可否について判断

就農支援

•農地、ハウス、機械等の斡旋支援

•初期投資の負担軽減を図るため、農業用ハウスの貸出
を実施（３年まで継続可能）

就農・定着

•JA、県、市町によるサポートを継続

•JA営農指導員の巡回による営農指導及び地区指導者
による指導を実施

トレーニングファームでの研修

成果・実績

研修施設（次世代施設園芸団地内）

新規就農までの流れ

・ 採用段階での適格な審査と研修時における厳格な指導等により、就
農定着率は高い
※１～18期生（平成18年８月～令和６年８月）応募者262名のうち受講者173名（合格率約66％）
就農者160名のうち153名が営農を継続（定着率約9６％）

・ 研修による高い技術力の習得や地区指導員の指導などにより、地区
の目標単収を大幅に超える農業者を多数輩出

新規就農研修生の心得（抜粋）
〇常に上を見ろ
〇遊びは捨てろ
〇根気・忍耐心を植え付けろ
〇常に全力
〇知恵を絞れ
〇進んで汚れろ
〇仲間をつくれ

トレーニングファームの取組事例

最先端の施設と厳格な研修により早期に自立できる就農者を育成
（有）ジェイエイファームみやざき中央（宮崎県）

サポート体制

・栽培技術習得に向けた実地研修
・地域に溶け込むための支援

JA

県

市町

・個別巡回による栽培技術指導
・農地確保支援、経営改善の指導・助言

・就農計画作成支援
・栽培技術、経営管理指導

・就農計画作成支援、農地確保支援
・市町単独事業、各種事業申請に係る支援

トラクター講習育苗研修

ジェイエイフ
ァームみや
ざき中央
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